
Ⅱ.　生産計画入力・推移表

次の作業が行えます。
◆1.　推移表から生産計画を入力します。

◆2.　計画した生産計画をＬ/Ｔで変更します。 L/T・・・リードタイム（製品が完成するまでに必要な日数）

◆3.　計画した生産計画をS/Tで確認します。 S/T・・・スタンダードタイム（標準時間）

◆4.　単品計画で生産計画入力します。

◆5.　「指図確認」が確認できます。

◆6.　「最新情報」が確認できます。

　　　・この推移表は、メニュ-→基準→製品構成作成・基準情報登録で

　　　「製品構成作成・基準情報登録」を登録していなければ表示されません。

メニュー「生産」→「生産計画」→「生産計画」→「生産計画入力・推移表」

をクリックすると下の画面になります。
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◆1.　推移表から生産計画を入力します。

推移データ・推移表について

推移データとは、受注データと生産計画を納期、倉入日で並べて現在庫から、その有効数を

推移させる事で生産計画投入時期を判断するのに利用します。

　　　　推移表の項目内容は次の通りです。

　製品在庫にある現在庫数を表示します。

　生産計画中の作業指図書のロット番号が表示されます。

　生産計画中の作業指図書の指示数が表示されます。

　生産計画中の作業指図書の最終工程完了日が表示されます。

　受注情報にある受注伝票番号が表示されます。

　受注情報にある受注伝票の受注残数が表示されます。

　受注情報にある受注伝票の納期が表示されます。

　現在庫＋入庫予定ー出庫予定＝有効数

　有効数不足の製品を生産計画入力する時にこの計画数枠をクリックします。計画数

現在庫

入庫予定　製品計画

　　　　　　　倉入残

　　　　　　　倉入日

出庫予定　受注情報

　　　　　　　受注残

　　　　　　　納　期

有効数

①
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①推移表を表示するには、はじめに 〔F1表示〕  をクリックします。

②右の様な推移表抽出画面になります。

③「得意先コード」を入力します。または、コンボボックスより選択します。

　　製品コードのみでも選択できます。空白の場合は全得意先を抽出します。

④〔抽出〕ボタンをクリックします。推移表が表示されます。推移表表示画面を×で閉じる。

⑤現在庫、入庫予定、出庫予定、有効数を確認します。

抽出件数が多い場合は、表示データ検索に製品コード又はロット番号を入力し

Enterを押します。該当データが存在すればグリッドに表示されます。

⑥生産計画入力が必要な時は、計画する製品の「計画数」枠をクリックします。

　

⑦ピンク字は月をまたいで納期変更した受注情報です。　グリーン字は月内で納期変更した受注情報です。

⑧指図書がオレンジ色に変わる条件

Ｌ100100001

「（年月）10年1月」 　システムの日付け

・ロットＮｏの日付けが10年1月の場合

システムの日付が2010年2月16日以降であればオレンジに変わります。

オレンジ色の意味は、システム日付けが15日を過ぎた場合、指図書の年月が前月以前のものは

オレンジ色で表示されます。

⑨対象の製品コードをクリックすると、下のグリッドに指図書の進捗工程が確認できます。

右端の「過不足」の（計画中）が表示されているのは

計画を立てただけで指図書が作成されていないものです。

指図書の作成は、指図の指図書採番（所要量展開）で、作成されます。

④

③

推移表表示後に検索できます。

2010年2月16日（火）

⑥

⑧
⑦⑨

「拡大」をクリックすると全画面に
下のグリッドが表示されます。
もう一度クリックすると元に戻ります。

ロットＮｏをクリックすると、
工程進捗の状況が
参照できます。

3



⑩⑥の〔計画数」枠をクリックすると次の様な「生産計画」画面に変わります。

クリックした製品コードの生産計画品名、階層内容が表示されます。

・階層とは・・・ひとつの製品から、ひとつの製品が作られる時「階層（01）に表示されます。

　　　　　　　　　　複数の製品を組合せて、ひとつの製品になる場合、階層（02）階層（03）に表示されます。

・階層は、基準情報で登録しておきます。

⑪「計画数」「倉入日」を入力します。

「払出」があれば不要をクリックするとコンボボックスが表示されるので要を選択します。

　　（標準は『不要』設定になっています。）

⑪

⑪

階層(01）
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⑫計画数、倉入日に間違いなければ〔展開〕をクリックします。画面下部のグリッドに指図情報が表示されます。

・展開とは・・・階層（02）階層（03）等で、ひとつの製品が、複数の製品で構成されている製品の場合で

　〔展開〕ボタンを押すことにより階層（02）階層（03）の製品も、同時に生産計画がたてられます。

⑬「計画数」「倉入日」に変更があれば、再入力し〔展開〕ボタンをクリックします。

⑭工程ごとの着手日、Ｌ／Ｔ等を確認します。変更がなければ、〔Ｆ１０実行〕ボタンをクリックします。

⑮確認画面で〔はい〕をクリックすると、生産計画に登録できます。

⑫

赤字は、着手日が本日より
「過去」になっています。
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◆2.　計画した生産計画をＬ／Ｔで変更します。

　・「計画数」「倉入日」を入力し〔展開〕ボタンをクリックしますと登録されている「基準日程のＬ／Ｔ」で

　　計算され、着手日が決定されます。一時的に、このＬ／Ｔを変更したい時は次の様にします。

①変更する作業部門行の「Ｌ／Ｔ」枠をクリックします。

②変更する「Ｌ／Ｔ」を入力します。（　例・・・　２　と入力します。）

①

②
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③〔再計算〕ボタンをクリックします。変更した「Ｌ／Ｔ」で再表示されます。「着手日」が変更されました。

④変更内容を確認して、〔Ｆ１０実行〕ボタンをクリックします。

⑤「確認」画面が表示されるので、「はい」をクリックして、登録します。

　　　これらの項目は、「基準情報」に先に登録しておきます。

基準日程情報の項目説明　　　

機　械・・・作業する機械コードが表示されます。

　　　　　　　　　「部門」が「購買外注」の時は「仕入先コード」が表示されます。

Ｌ／Ｔ　・・・リードタイム。各工程での作業日数を表し、０．５は、０．５日をその作業に要します。

段取　・・・その工程の作業前の段取り時間を表示します。

加工（ｈ）・・・その工程で加工する時間を表示します。　【Ｓ/Ｔ　×　計画数　＝加工（ｈ）】　

工数（ｈ）・・・段取り時間＋加工時間を表示します。　

S／Ｔ（ｓ）　・・・スタンダードタイム。その工程での標準の作業時間を表します。

③

L/Tを1日増やした為
再計算すると着手日が
1日分前倒しになります。
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◆3.　計画した生産計画をS/Tで確認します。

①〔S/T参照〕ボタンをクリックします。

②「基準日程情報（S/T）画面が表示されます。

③基準情報に「S/T」が登録されていれば次の様な計算式になります。

　　例　・計画数は、１０００個。　Ｓ／Ｔは６秒に登録されています。

　　　６秒×１０００個＝６０００秒　→　時間で計算すると１．６６時間　切上で１．７時間と表示されます。

④確認後、　　　で終了します。

①

1000個作業するのに
掛かる時間
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◆4.　単品計画で生産計画入力します。

先の生産計画入力の「展開」は、製品構成が階層（02）階層（03）等、階層登録されていれば

関連する製品の生産計画が同時に作成されます。階層とは関係なく「単品」で生産計画をたてる時に

実行します。
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①〔Ｆ１単品計画〕をクリックします。

②メッセージが表示されるので選択して下さい。

③単品で生産計画する品名行をクリックしますと、「単品計画」画面が表示されます。

①

②

③該当行をクリックします。
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④「計画数」「倉入日」を入力し〔再計算〕ボタンをクリックします。

　　（払出要の時はチェックを入れて下さい。）

⑤「着手日」が表示されます。

⑥確認後、登録する時は〔決定〕ボタンをクリックします。

⑦計画数、倉入日に変更がある時は、変更して〔再計算〕ボタンをクリックします。

⑧〔終了〕ボタン又は　　　　　で終了すると、メニュー画面に戻ります。

④
③
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◆5.「指図確認」が確認できます。

①〔Ｆ1表示〕ボタンをクリックします。

②推移表表示が表示されます。

③推移表に表示する抽出条件の得意先又は製品コードを指定して

〔抽出〕ボタンをクリックします。

③
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④画面上部のグリッドに抽出条件に該当するデータが表示されます。

推移表表示画面は×で閉じます。

⑤表示された推移表の中から特定の製品を検索したい時は

〔Ｆ1表示〕をクリックし、推移表表示画面を表示させます。

製品コード・ロット番号で指定します。

⑤
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・指図書の発行状況の確認ができます。

・新たに作成した指図書の削除ができます。

①〔Ｆ6指図確認〕ボタンをクリックすると「指図確認」画面が表示されます。

②「製品コード」「得意先」「発行日」のいずれかを選択し、

「明細」又は「発行済」にチェックを入れるか又は空白で〔検索〕をクリックします。

               ここでは「発行済」にチェックを入れて

              〔検索〕をクリックしました。

               ここでは「明細」「発行済」にチェックを入れて

              〔検索〕をクリックしました。

工程ごとの着手日です。

所要量展開済で指図書が発行済になると
「1」が表示されます。
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指図確認の初期画面は「明細」「発行済」は空白になっています。

〔発行済〕〔明細〕ボタンにチェックが入っていない状態で〔検索〕ボタンを押すと

生産計画中で指図書採番所要量展開をしていない製品の確認ができます。

明　細 製品の工程ごとの着手日が確認できます。

発行済 所要量展開済の製品が確認できます。発行枠に「1」が表示されます。

削　除 所要量展開をしていない指図書が削除できます。

空　白

明　細

空　白

削　除

発行済
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削除方法

指図書の所要量展開が済んでいない指図書のみ削除できます。

グリッドの「発行」に「1」が表示されている指図書は削除できません。

③〔削除〕をクリックします。

④「指図書未発行削除」が表示されます。

⑤該当行をクリックすると「指図書未発行削除」にロット番号が表示されるので、〔削除実行〕をクリックします。

⑥確認画面が表示されるので、「ＯＫ」をクリックします。

⑦指図書未発行削除が終了しました。

⑤該当行をクリックします。
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◆6.　「最新情報」が確認できます。

新たに作成した指図書の情報が反映されます。

①〔Ｆ2最新情報〕をクリックすると、「推移表表示」が表示され

全得意先が自動抽出され、上部グリッドに最新情報が表示されます。

②抽出が終了したら、推移表表示画面を　　　で閉じます。
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